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東
京
大
学
　
大
学
院
　
農
学
生
命
科
学
研
究
科
　
特
任
教
授

（
復
興
農
学
会
会
長
）

溝
口
　
勝

１　

は
じ
め
に

私
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
直
後
か
ら
、
福
島
県
飯
舘
村
を
中
心

に
「
農
業
を
ど
う
や
っ
て
再
開
で
き
る
の
か
」
を
現
場
で
考

え
続
け
て
き
た
。
土
壌
が
凍
る
趣
味
的
な
研
究
を
専
門
と
し

て
き
た
私
に
と
っ
て
、
事
故
後
に
突
き
付
け
ら
れ
た
の
は

「
学
術
は
有
事
に
何
の
役
に
立
つ
の
か
」と
い
う
問
い
で
あ
る

（
注
１
）。
栃
木
県
の
水
田
農
家
の
二
男
と
し
て
育
っ
た
私
は

２
０
１
１
年
８
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
に
合

流
し
、
村
民
・
行
政
・
大
学
が
一
緒
に
な
っ
て
現
場
を
見
て

知
恵
を
出
す
「
村
民
学
協
働
」
の
体
制
を
つ
く
り
、
農
家
自

身
が
確
か
め
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
除
染
と
営
農
再
開
の
道
筋

を
探
っ
て
き
た（
注
２
）。
冬
の
凍
結
を
利
用
し
た
凍
土
剥
ぎ

取
り
法
、
田
車
を
使
っ
た
簡
易
除
染
、
複
数
手
法
を
組
み
合

わ
せ
た
「
ま
で
い
工
法
」
な
ど
は
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
中
で

私
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
現
場
実
験
を
重
ね
て
き
た
開
発
し

た
除
染
方
法
で
あ
る
。（
注
２
）

２　

震
災
・
原
子
力
災
害
が
農
業
に
も
た
ら
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
複
合
的
影
響

震
災
直
後
、
津
波
被
災
農
地
は
東
北
・
関
東
の
沿
岸
に
広

く
及
び
、
農
地
・
水
路
・
排
水
機
場
等
の
基
盤
施
設
が
機
能

不
全
に
陥
っ
た
。
農
林
水
産
省
資
料
で
は
、
震
災
に
よ
る
農

業
関
係
被
害
は
「
農
地
」「
農
業
用
施
設
等
」「
農
作
物
・
家

畜
等
」「
農
業
・
畜
産
関
係
施
設
等
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

復
興
農
学
―
―
農
業
再
生
へ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
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農
林
水
産
関
係
全
体
で
２
兆
３
８
４
１
億
円
規
模
の
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
３
・
３
㌻
）。
津
波
被

災
農
地
の
復
旧
は
「
農
業
・
農
村
の
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

等
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
、
復
旧
対
象
農
地
に
対
す
る
営
農
再

開
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
農
地
の
割
合
な
ど
が
整
理
さ
れ
て

い
る
（
注
３
・
４
㌻
）。
こ
の
段
階
の
復
旧
は
、
土
砂
・
が
れ

き
除
去
、
排
水
・
除
塩
、
区
画
整
理
や
大
区
画
化
を
含
む
基

盤
整
備
と
い
っ
た
「
工
学
的
復
旧
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で
は
、
農
地
・
農
業
用

施
設
等
の
災
害
復
旧
事
業
を
迅
速
に
実
施
し
、
排
水
機
場
の

直
轄
復
旧
や
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
請
戸
川
地
区
」

の
ダ
ム
・
幹
線
用
水
路
等
の
復
旧
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て

き
た
（
注
３
・
25
㌻
）。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
復
旧
は
、
営
農

再
開
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
帰
還
判
断
や

新
規
参
入
の
可
否
に
も
影
響
す
る
。

一
方
、
原
子
力
災
害
は
「
土
地
の
利
用
制
限
」
と
「
人
の

移
動
制
限
」
を
長
期
化
さ
せ
た
。
営
農
の
可
否
は
避
難
指
示

の
区
分
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
解
除
区
域
で
の
再
開
、
解
除

準
備
区
域
・
居
住
制
限
区
域
で
の
制
約
、
帰
還
困
難
区
域
で

の
困
難
な
ど
、
区
域
区
分
に
応
じ
た
農
業
活
動
の
現
実
が
あ

る
。
国
の
資
料
で
も
、
除
染
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
イ
ン
フ
ラ

復
旧
、
除
染
後
農
地
の
保
全
管
理
、
作
付
実
証
、
営
農
再
開

支
援
、
さ
ら
に
は
大
規
模
化
や
施
設
園
芸
導
入
と
い
っ
た
新

た
な
農
業
へ
の
転
換
ま
で
を
「
切
れ
目
な
く
支
援
」
す
る
必

要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
４
・
１
㌻
）。
こ
こ
に
、
農
業
復

興
が
「
一
括
工
事
」
で
終
わ
ら
な
い
理
由
が
あ
る
。

加
え
て
、
避
難
に
よ
る
生
活
基
盤
の
喪
失
、
帰
還
の
意
思

決
定
、
獣
害
の
拡
大
と
い
っ
た
「
時
間
が
経
つ
ほ
ど
増
す
課

題
」
も
顕
在
化
し
た
。
富
岡
町
に
お
け
る
営
農
再
開
の
経
過

と
獣
害
対
策
の
必
要
性
は
、
被
災
地
の
具
体
的
状
況
と
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
５
・
37
㌻
）。
復
興
の
現
場
で
は
、
農

地
・
作
物
の
課
題
と
、
暮
ら
し
・
働
き
方
・
地
域
の
合
意
形

成
が
不
可
分
で
あ
る
。

３　

復
興
農
学
と
は
何
か
―
―
理
念
と
方
法

復
興
農
学
会
の
設
立
趣
意
書
に
は
、
従
来
の
農
学
が
被
災

地
域
の
復
興
に「
十
分
に
貢
献
で
き
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
」

と
い
う
反
省
を
率
直
に
書
き
込
ん
だ（
注
６
）。
私
自
身
、
現

場
の
切
実
さ
の
前
で
、
研
究
の
言
葉
が
届
か
な
い
も
ど
か
し

さ
を
何
度
も
味
わ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、「
専
門
性
と
い
う
縦

糸
」
と
「
地
域
性
と
い
う
横
糸
」
を
結
び
直
し
、
現
場
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
住
民
・
農
業
者
と
研
究
者
が
一
緒
に

な
っ
て
未
来
を
見
据
え
た
復
興
を
進
め
る
―
―
こ
の
姿
勢
を

『
復
興
農
学
』
の
出
発
点
に
据
え
た
（
注
６
）。
な
お
、「
復
興

農
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
２
０
１
１
年
12
月
末
に
私
が
科
研

費
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
の
「
時
限
付
き
分
科
細
目
」
に
新
設
提
案
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し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
震
災
復
興
の
議
論
が
分
野
の
壁
を
越

え
に
く
い
状
況
へ
の
危
機
感
か
ら
で
あ
っ
た
。（
注
７
）

ま
た
趣
意
書
で
は
、
気
候
変
動
や
豪
雨
災
害
な
ど
近
年
頻

発
す
る
災
害
を
見
据
え
、「
従
来
の
災
害
復
旧
・
復
興
と
は
異

な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
必
要
だ
と
述
べ
た
（
注
６
）。
私
が
こ

こ
で
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
福
島
で
得
た
知
恵
や
知
識
を
、

福
島
だ
け
の
経
験
に
閉
じ
込
め
ず
、「
復
興
知
」
と
し
て
集
積

し
、
国
内
外
で
起
こ
り
う
る
自
然
災
害
・
人
的
災
害
か
ら
傷

つ
い
た
地
域
の
農
林
水
産
業
の
再
生
に
役
立
て
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
（
注
６
）。
そ
の
後
、福
島
で
農
業
復
興
の
研
究

活
動
を
し
て
い
た
研
究
者
や
実
務
者
が
集
ま
り
、
２
０
１
９

年
12
月
の
設
立
準
備
会
を
経
て
２
０
２
０
年
６
月
に
復
興
農

学
会
を
発
足
さ
せ
、
現
場
と
学
術
を
往
復
す
る
議
論
の
場
を

整
え
て
き
た
。（
注
８
）（
注
９
）

私
はU
Tokyo O

C
W

（
東
京
大
学
の
講
義
資
料
を
無
償

で
公
開
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）
の
講
義
で
も
、
復
興
を
単
な

る
再
建
（R

econstruction

）
で
は
な
く
、
困
難
の
後
に

再
び
幸
福
を
取
り
戻
す
力
と
し
て
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（R
esilience

）
と
し
て
捉
え
た
い
と
話
し
て
き
た
（
注
９
）。

復
興
農
学
は
、
物
理
的
な
復
旧
と
同
時
に
、
安
心
の
回
復
や

合
意
形
成
、
学
び
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
同
じ
設
計
図

の
上
で
扱
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。

さ
ら
に
私
は
、復
興
農
学
を
“
技
術
の
集
合
”
で
は
な
く
、

地
域
が
自
分
た
ち
の
未
来
を
描
き
直
す
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
の

学
と
し
て
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
農
地
や
水
利
の
基

盤
が
傷
つ
い
た
と
き
、
復
旧
工
事
だ
け
で
は
「
暮
ら
し
」
や

「
生
業
」
は
戻
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
技
術
・
制
度
・
人
の

気
持
ち
を
同
時
に
扱
い
、
現
場
の
納
得
感
と
と
も
に
前
へ
進

む
た
め
の
知
の
体
系
が
要
る
。

加
え
て
、
原
発
事
故
後
の
復
興
で
は
「
農
村
と
都
市
を
む

す
ぶ
」
こ
と
が
重
要
で
、
主
役
は
農
村
で
あ
り
、
農
村
の
目

線
に
立
つ
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
（
注
１
・
49
－
50
㌻
）。
都
市

が
農
村
を
一
方
的
に
支
援
す
る
構
図
で
は
な
く
、
両
者
を
結

び
直
し
、
農
村
が
主
役
と
し
て
未
来
を
描
け
る
条
件
を
整
え

る
こ
と
―
―
こ
れ
が
復
興
の
核
心
だ
と
私
は
考
え
た
。

４　

復
興
農
学
の
中
で
何
が
行
わ
れ
て
き
た
か

（
１
）
土
壌
・
農
地
の
除
染
と
再
生
： 

　
　
　
　
　
　
　

技
術
と
管
理
の
二
段
構
え

放
射
性
物
質
対
策
は
、
①
取
り
除
く（
除
染
）、
②
吸
収
を

抑
え
る
（
移
行
低
減
）、
③
出
荷
段
階
で
の
検
査
と
管
理
、
の

組
み
合
わ
せ
で
構
築
さ
れ
た
。
２
０
１
２
年
９
月
に
国
が
土

壌
中
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
や
地
目
に
応
じ
た
農
地
土
壌
除

染
技
術
の
適
用
の
考
え
方
及
び
各
技
術
の
詳
細
を
公
表
し

（
注
３
）、
そ
れ
に
基
づ
き
各
地
で
除
染
工
事
が
進
め
ら
れ
、
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空
間
線
量
率
が
低
減
し
た
。

し
か
し
、
除
染
は
「
汚
染
の
低
減
」
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
。

表
土
剥
ぎ
取
り
や
反
転
耕
は
、
土
壌
の
物
理
性
・
化
学
性
・

生
物
性
を
同
時
に
変
化
さ
せ
、
地
力
・
保
水
性
・
団
粒
構
造

な
ど
長
期
的
な
生
産
基
盤
に
影
響
す
る
。
総
説
で
は
、
除
染

後
農
地
の
問
題
と
し
て
物
理
性
・
化
学
性
の
回
復
、
作
物
生

産
の
安
定
化
、
地
域
の
営
農
体
系
と
結
び
つ
い
た
土
づ
く
り

の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
注
10
・
30
－
34
㌻
）。
近

年
、
堆
肥
や
バ
イ
オ
炭
等
に
よ
る
地
力
回
復
、
作
物
選
択
・

輪
作
、
ほ
場
条
件
に
応
じ
た
管
理
の
最
適
化
と
い
っ
た
「
再

生
の
農
業
（R

egenerative agriculture

）」
が
、
復
興

農
学
の
実
践
領
域
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。（
注
10
・

33
－
34
㌻
）

移
行
低
減
で
は
、
カ
リ
ウ
ム
施
肥
が
核
と
な
っ
た
。
福
島

県
資
料
は
、
農
作
物
に
吸
収
さ
せ
な
い
対
策
と
し
て
「
土
の

取
り
除
き
（
入
れ
替
え
）」「
土
の
反
転
」「
カ
リ
ウ
ム
施
肥
」

等
を
整
理
し
（
注
11
・
５
㌻
）、
緊
急
調
査
の
結
果
と
し
て

「
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
極
端
に
低
い
と
玄
米

の
Cs
濃
度
が
高
い
」
と
の
指
摘
を
示
し
て
い
る
（
注
11
・
17

㌻
）。
こ
こ
か
ら
、
単
に
「
除
染
し
た
か
ら
安
全
」
で
は
な

く
、
土
壌
診
断
と
栄
養
管
理
を
継
続
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
条

件
を
見
つ
け
て
先
回
り
す
る
管
理
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
２
）
食
品
安
全
と
検
査
体
制
： 

　
　
　　

見
え
る
化
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
・
運
用
設
計

福
島
の
農
業
復
興
で
象
徴
的
な
の
が
、
米
の
安
全
確
保
を

目
的
と
す
る
全
量
全
袋
検
査
で
あ
る
。
福
島
県
資
料
に
は
、

米
の
検
査
に
加
え
、
学
校
給
食
や
流
通
・
消
費
段
階
の
検
査

も
含
め
た
多
層
的
な
検
査
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
（
注
11
・
７
－
８
㌻
）。
背
景
に
は
２
０
１
１
年
産

米
で
基
準
超
過
が
検
出
さ
れ
、
ほ
場
・
農
家
間
で
濃
度
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
得
る
と
い
う
教
訓
が
あ
っ
た
（
注
11
・
15
－

16
㌻
）。
全
量
全
袋
検
査
の
本
質
は
、袋
と
測
定
結
果
を
紐
づ

け
て
出
荷
を
管
理
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
、
結
果
を
集

計
・
公
表
し
て
信
頼
を
支
え
る
運
用
設
計
に
あ
る
（
注
11
・

22
－
25
㌻
）。制
度
面
で
は
一
般
食
品
の
基
準
値
を
１
０
０
ベ
ク

レ
ル

／
㌔
と
す
る
枠
組
み
が
示
さ
れ
、
年
間
線
量
等
を
踏
ま
え
た

考
え
方
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。（
注
12
・
２
－
４
㌻
）

今
後
は
、
検
査
を
「
続
け
る
／
や
め
る
」
の
二
者
択
一
で

は
な
く
、
①
リ
ス
ク
条
件
の
特
定
に
基
づ
く
重
点
化
、
②

デ
ー
タ
公
開
と
説
明
責
任
の
強
化
、
③
現
場
負
担
と
費
用
を

可
視
化
し
た
持
続
可
能
な
運
用
へ
の
再
設
計
、
と
い
う
観
点

で
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
安
全
な
食
品

が
流
通
し
て
い
る
一
方
で
不
安
を
感
じ
る
人
も
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
（
注
13
・
１
㌻
）、
数
値
だ
け
で
な
く
基
準
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の
意
味
を
丁
寧
に
説
明
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
な
い
。

（
３
）
営
農
再
開
支
援
と
地
域
づ
く
り
： 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
設
計

営
農
再
開
に
は
、
農
地
・
施
設
の
復
旧
、
資
材
・
機
械
の

確
保
、
販
路
の
回
復
、
担
い
手
の
形
成
、
そ
し
て
生
活
環
境

の
再
建
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
の
資
料
は
、
除
染
後
か
ら
営

農
再
開
ま
で
の
農
地
・
畦
畔
等
の
保
全
管
理
支
援
、
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
（
侵
入
防
止
柵
、
一
斉
捕
獲
活
動
等
）、
基
準
値

を
下
回
る
こ
と
を
確
認
す
る
作
付
実
証
、
水
稲
の
作
付
再
開

に
必
要
な
代
か
き
や
畦
畔
修
復
支
援
、
カ
リ
質
肥
料
施
用
支

援
、
さ
ら
に
大
規
模
化
や
施
設
園
芸
へ
の
転
換
支
援
を
、
一

連
の
流
れ
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。（
注
４
・
１
㌻
）

ま
た
、
対
策
は
稲
作
に
限
ら
れ
な
い
。
き
の
こ
原
木
の
指

標
値
設
定
（
例
：
50
ベ
ク

レ
ル

／
㌔
）、
原
木
導
入
支
援
や
洗
浄
機
械

等
の
整
備
、
粗
飼
料
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
暫
定
許
容
値
以
下

の
確
保
、
牧
草
地
の
反
転
耕
等
に
よ
る
低
減
対
策
な
ど
、
品

目
特
性
に
応
じ
た
措
置
が
整
理
さ
れ
て
い
る
（
注
３
・
27
－

28
㌻
）。
復
興
農
学
が
扱
う
べ
き
対
象
は
「
農
業
全
体
」
で
あ

り
、
品
目
別
の
リ
ス
ク
と
地
域
の
生
計
を
両
立
さ
せ
る
設
計

が
要
と
な
る
。

さ
ら
に
、
放
射
性
物
質
濃
度
水
準
の
推
移
に
関
す
る
整
理

で
は
、
農
業
生
産
現
場
で
の
取
組
等
に
よ
り
農
畜
産
物
の
濃

度
水
準
が
低
く
な
り
、
基
準
超
過
比
率
が
年
々
低
下
し
て
い

る
こ
と
、
き
の
こ
・
山
菜
類
等
で
は
超
過
が
見
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
３
・
28
㌻
）。
こ
の
「
例

外
を
含
め
て
説
明
す
る
」
姿
勢
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
で
も
あ
る
。
復
興
農
学
に
お
い
て
は
、
成
功

例
だ
け
で
な
く
、
困
難
が
残
る
領
域
を
正
面
か
ら
扱
い
続
け

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
４
）
学
び
の
設
計
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、 

　
　
　
　
　
　
　

    

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
、関
係
人
口

放
射
能
被
災
地
は
、
風
評
や
不
安
に
よ
り「
訪
れ
る
こ
と
」

自
体
の
障
壁
が
高
く
な
り
や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
地
の

実
情
を
見
聞
き
し
、
地
域
の
人
々
と
対
話
し
、
復
興
や
将
来

の
減
災
に
つ
な
が
る
学
び
を
得
る
仕
組
み
が
重
要
に
な
る
。

飯
舘
村
で
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
扱
っ
た
研
究
は
、
短
期
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
参
加
者
の
意
識
や
地
域
イ

メ
ー
ジ
が
具
体
化
し
得
る
こ
と
、
ま
た
放
射
能
被
災
地
へ
の

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
が
社
会
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
更
新
や
関
係
人

口
の
創
出
、
域
学
連
携
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
（
注
14
・
17
－
18
㌻
）。
一
方
で
、
受
け
入
れ
側
の
負
荷
へ

の
配
慮
、
参
加
し
や
す
さ
の
設
計
、
交
通
・
宿
泊
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
整
備
、
参
加
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
現
地
に
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返
す
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
（
注
14
・
20
－
21

㌻
）。
復
興
農
学
は
、
技
術
普
及
や
実
証
試
験
だ
け
で
な
く
、

「
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
」そ
の
も
の
を
復
興
の
一
部
と
し
て
扱
う
。

５　

課
題
―
―
復
興
の
「
長
さ
」
と 

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
複
雑
さ
」
に
向
き
合
う

（
１
）
福
島
の
２
０
４
５
年
問
題
を
ど
う
す
る
か

中
間
貯
蔵
施
設
に
集
約
し
た
除
去
土
壌
等
に
つ
い
て
、「
中

間
貯
蔵
開
始
後
30
年
以
内
に
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
い
う
国
の
責
務

（
２
０
４
５
年
３
月
ま
で
）
が
法
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、最
終

処
分
地
の
選
定
、
輸
送
、
減
容
化
・
再
生
利
用
、
そ
し
て
全

国
的
理
解
の
形
成
が
容
易
で
は
な
く
、
期
限
内
の
県
外
最
終

処
分
の
実
現
が
復
興
の
前
提
条
件
に
な
っ
て
い
る
。（
注
15
・

３
㌻
）（
注
16
・
１
㌻
）

（
２
）
復
興
は
長
期
戦
で
あ
る

放
射
性
物
質
対
策
は
時
間
と
と
も
に
状
況
が
変
わ
り
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
、
基
準
・
制
度
の
更
新
、
地
域
ご
と
の

意
思
決
定
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
検
査
結
果
の
公
表
や
、流
通
・

消
費
段
階
ま
で
含
む
検
査
体
制
は
、
継
続
し
て
初
め
て
「
信

頼
の
資
本
」
と
し
て
機
能
す
る
（
注
11
・
８
－
12
㌻
）。
全
量

全
袋
検
査
も
、
検
査
機
器
や
人
員
だ
け
で
な
く
、
検
査
場
運

営
費
、
機
器
運
転
費
、
検
体
運
搬
費
等
の
追
加
的
経
費
が
生

じ
、
資
金
管
理
や
損
害
賠
償
請
求
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ

た
（
注
11
・
28
－
30
㌻
）。
技
術
の
「
運
用
コ
ス
ト
」
を
ど
う

社
会
が
負
担
す
る
か
は
、
今
後
の
災
害
で
も
繰
り
返
し
問
わ

れ
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
農
地
再
生
は
「
土
の
問
題
」
だ
け
で
は
な
い

除
染
で
生
じ
る
土
壌
物
理
性
の
変
化
、
耕
作
放
棄
、
担
い

手
不
足
、
獣
害
、
営
農
資
材
や
労
働
力
の
制
約
な
ど
が
絡
み

合
い
、
単
一
の
技
術
解
で
解
け
な
い
。
富
岡
町
の
事
例
が
示

す
よ
う
に
、
営
農
再
開
の
準
備
段
階
か
ら
獣
害
対
策
が
必
須

と
な
る
場
合
が
あ
る
（
注
５
・
37
㌻
）。
復
興
農
学
で
は
、
農

地
・
作
物
の
技
術
と
、
地
域
の
生
活
・
行
政
・
合
意
形
成
を

同
じ
地
平
で
扱
う
必
要
が
あ
る
。

（
４
）「
復
興
知
」を
ど
う
残
し
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
共
有
す
る
か
が
問
わ
れ
る

復
興
農
学
会
の
趣
意
書
は
、
復
興
に
関
す
る
知
恵
と
知
識

の
集
積
を
掲
げ
る
が
（
注
６
）、知
は
集
め
る
だ
け
で
は
生
き

な
い
。
誰
が
、
ど
の
形
式
で
、
ど
の
利
害
関
係
者
に
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
渡
す
の
か
。
デ
ー
タ（
測
定
値
）と
物
語（
経

験
知
）
を
接
続
す
る
翻
訳
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
を
結
ぶ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
、
参
加
者
の
学
び
を
現
地
の
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協
働
に
接
続
す
る
仕
組
み
は
、
復
興
知
の
流
通
を
支
え
る
社

会
技
術
で
あ
る
。（
注
14
・
17
－
21
㌻
）

（
５
）
技
術
や
デ
ー
タ
が
整
っ
て
も
、 

　
　
　
　　

社
会
実
装
の
条
件
が
揃
わ
な
け
れ
ば 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
果
は
広
が
ら
な
い

U
Tokyo O

C
W

の
講
義
紹
介
記
事
は
、
地
表
に
付
着
し

た
セ
シ
ウ
ム
を
剥
が
し
て
地
中
に
埋
め
れ
ば
線
量
が
減
衰
し

て
い
く
こ
と
を
示
し
た
一
方
、
実
際
の
除
染
は
公
共
事
業
と

し
て
「
実
績
の
あ
る
方
法
」
中
心
で
進
み
、
剥
が
し
た
土
は

廃
棄
物
と
し
て
搬
出
・
処
分
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る

（
注
９
・
38
－
39
行
）。
復
興
農
学
に
と
っ
て
、
科
学
的
合
理

性
、
制
度
要
件
、
住
民
の
受
容
、
コ
ス
ト
、
そ
し
て
時
間
軸

を
同
時
に
満
た
す
「
実
装
の
設
計
」
は
今
後
も
重
要
な
研
究
・

実
践
課
題
で
あ
る
。

（
６
）
復
興
は「
元
の
姿
に
戻
す
」だ
け
で
は
測
れ
な
い

安
全
が
確
保
さ
れ
て
も
、
販
路
が
戻
ら
な
い
、
若
い
担
い

手
が
戻
ら
な
い
、
地
域
の
合
意
が
形
成
さ
れ
な
い
、
と
い
っ

た
場
合
、農
業
は
持
続
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
復
興
農
学
は
、

農
地
・
生
産
・
流
通
・
消
費
を
結
ぶ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
全
体

を
視
野
に
入
れ
、
地
域
ご
と
に
「
戻
す
べ
き
も
の
」
と
「
変

え
る
べ
き
も
の
」
を
明
確
化
し
、
将
来
像
を
共
有
す
る
作
業

を
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
７
）
風
評
と
不
安
は 

　
　

 

「
デ
ー
タ
が
あ
る
の
に
消
え
な
い
」場
合
が
あ
る

消
費
者
庁
の
冊
子
は
、
放
射
性
物
質
が
減
り
安
全
な
食
品

が
流
通
し
て
い
る
一
方
で
、「
放
射
能
」
に
不
安
を
感
じ
る
人

が
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
（
注
13
・
１
㌻
）。
こ
こ
に

は
、
数
値
の
説
明
だ
け
で
は
埋
ま
ら
な
い
価
値
観
・
感
情
・

信
頼
の
領
域
が
あ
る
。
復
興
農
学
は
、
科
学
的
根
拠
を
土
台

に
し
つ
つ
、
地
域
の
語
り
、
被
災
経
験
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
、

流
通
の
意
思
決
定
な
ど
を
含
む
社
会
心
理
の
層
に
も
目
を
向

け
、
対
話
の
場
を
設
計
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

６　

今
後
の
展
望 

　
　

―
―
福
島
で
得
た
知
を
、
次
の
災
害
と
農
業
へ

復
興
農
学
の
価
値
は
、
福
島
で
得
ら
れ
た
経
験
を
「
次
の

災
害
に
備
え
る
農
学
」
へ
と
転
換
で
き
る
点
に
あ
る
。
趣
意

書
が
挙
げ
る
よ
う
に
、
気
候
変
動
に
伴
う
豪
雨
・
洪
水
・
地

す
べ
り
な
ど
は
今
後
も
農
村
の
生
活
基
盤
を
脅
か
し
、
従
来

型
の
復
旧
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
（
注
６
）。
し
た
が
っ

て
、
復
興
農
学
は
、
①
災
害
に
強
い
生
産
基
盤
（
農
地
・
水

利
・
土
壌
）
の
設
計
、
②
リ
ス
ク
に
応
じ
て
可
変
的
に
動
く

検
査
・
物
流
・
情
報
公
開
の
仕
組
み
、
③
地
域
内
外
の
人
材

が
関
与
し
続
け
る
関
係
人
口
の
形
成
、
④
行
政
・
研
究
・
産

業
・
住
民
の
協
働
を
成
立
さ
せ
る
ル
ー
ル
と
対
話
の
設
計
、
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を
統
合
し
た
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
学
」
と
し
て
深
化
さ
せ
る

必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
復
興
庁
が
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ
－
Ｒ
Ｅ

Ｉ
）
を
新
設
し
、
農
林
水
産
分
野
も
重
点
分
野
に
位
置
づ
け

た
が
、
現
場
か
ら
見
れ
ば
実
像
が
ま
だ
見
え
に
く
い
と
の
指

摘
も
あ
る
（
注
１
・
45
－
46
㌻
）。
研
究
開
発
が
地
域
の
再
生

に
資
す
る
た
め
に
は
、
情
報
や
技
術
の
「
イ
ン
プ
ッ
ト
型
」

学
習
を
補
完
し
、
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
課
題
抽
出
→
検
証

→
還
元
ま
で
を
一
体
で
回
す
研
究
・
教
育
の
仕
組
み
が
欠
か

せ
な
い
。（
注
１
・
46
－
47
㌻
）

さ
ら
に
、復
興
の
過
程
で
進
め
ら
れ
て
き
た
技
術
革
新
を
、

地
域
の
価
値
に
結
び
つ
け
る
視
点
も
重
要
だ
。
総
説
で
は
、

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
等
の
動
き
に
も
触

れ
つ
つ
、
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
や
新
技
術
導
入
が
復
興
と
結

び
つ
き
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
10
・
31
－
32
㌻
）。

遠
隔
地
の
担
い
手
や
若
年
層
が
関
わ
り
や
す
い
経
営
形
態
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
土
づ
く
り
と
栽
培
管
理
、
災
害
時
に
途
切

れ
に
く
い
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
な
ど
は
、
復
興
農
学
が

今
後
深
化
さ
せ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究
・
実
践
課
題
と
し
て
、
少
な
く
と
も
４
点
を

挙
げ
た
い
。
第
１
に
、
土
壌
の
健
全
性
指
標
（
物
理
性
・
化

学
性
・
生
物
性
）
を
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
除
染
後
農
地

の
「
見
え
に
く
い
劣
化
」
を
早
期
に
検
知
で
き
る
仕
組
み
を

整
え
る
こ
と
。
第
２
に
、
検
査
デ
ー
タ
・
営
農
履
歴
・
土
壌

診
断
を
統
合
し
、
現
場
の
意
思
決
定
（
施
肥
、
作
付
、
販
売

先
）
に
直
結
す
る
形
で
還
元
す
る
こ
と
。
第
３
に
、
地
域
内

外
の
人
材
が
関
わ
り
続
け
る
仕
組
み
と
し
て
、
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
、
共
同
研
究
、
起
業
・
企
業
連
携
等
を
通
じ
た
関
係
人

口
を
育
て
る
こ
と
。
第
４
に
、
対
話
と
合
意
形
成
の
専
門
性

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

を
「
農
学
の
周
辺
技
能
」
で
は
な
く
中
核
の
技
術
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
。
い
ず
れ
も
、
専
門
性
と
地
域
性
を
結
び
直

し
、
復
興
知
を
社
会
で
循
環
さ
せ
る
と
い
う
復
興
農
学
の
理

念
（
注
６
）
を
、
次
の
世
代
に
手
渡
す
た
め
の
基
盤
で
あ
る
。

専
門
の
立
場
か
ら
強
調
し
た
い
の
は
、
復
興
の
指
標
を

「
作
付
面
積
」
や
「
収
量
」
だ
け
に
置
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
土
壌
の
健
全
性
は
、
収
量
が
回
復
し
て
も
遅
れ
て
悪

化
が
表
面
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
、
目
に
見
え
に
く
い

土
づ
く
り
や
学
び
の
蓄
積
は
、
数
年
後
に
地
域
の
選
択
肢
を

増
や
す
。
全
量
全
袋
検
査
の
よ
う
な
可
視
化
の
仕
組
み
は
、

単
に
「
安
全
」
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
意
思
決
定
と

外
部
社
会
と
の
関
係
を
支
え
る
公
共
財
で
あ
る
（
注
11
・
23

－
25
㌻
）（
注
12
・
２
㌻
）。
今
後
は
、
測
定
デ
ー
タ
の
長
期

ア
ー
カ
イ
ブ
と
、
地
域
の
営
農
判
断
（
施
肥
・
作
付
・
販
路
）

に
結
び
つ
く
意
思
決
定
支
援
の
設
計
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、

土
壌
・
水
・
生
態
系
・
人
の
移
動
を
統
合
的
に
扱
う
た
め
に
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は
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
共
同
設
計
が
欠
か
せ
な
い
。

復
興
農
学
が
掲
げ
る
「
縦
糸
×
横
糸
」
の
思
想
は
、
ま
さ
に

こ
の
共
同
設
計
を
可
能
に
す
る
。

７　

お
わ
り
に

私
自
身
、
復
興
の
現
場
で
強
く
感
じ
る
の
は
、「
正
し
さ
」

だ
け
で
は
人
は
動
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
測
定
と
デ
ー

タ
公
開
は
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
を
ど
う
読
み
、
ど
う
語
り
、

ど
う
意
思
決
定
に
つ
な
げ
る
か
は
、
地
域
の
歴
史
や
関
係
性

に
よ
っ
て
変
わ
る
。
復
興
農
学
は
、
科
学
の
厳
密
さ
と
、
現

場
へ
の
敬
意
、
そ
し
て
対
話
の
粘
り
強
さ
を
同
時
に
要
求
す

る
学
で
あ
り
、
そ
の
実
践
は
次
の
災
害
に
備
え
る
社
会
の
練

習
に
も
な
る
。　

な
お
、
除
去
土
壌
等
の
県
外
最
終
処
分
期
限
が
迫
る
「
福

島
の
２
０
４
５
年
問
題
」
は
、
復
興
の
前
提
条
件
と
し
て
避

け
て
通
れ
な
い
。
技
術
（
減
容
化
・
再
生
利
用
）
と
制
度
・

合
意
形
成
を
同
時
に
進
め
、
工
程
を
具
体
の
形
で
前
倒
し
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

復
興
農
学
は
、
被
災
地
の
農
業
再
生
を
「
技
術
」
と
「
社

会
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
押
し
込
め
ず
、
両
者
を
一
体
の
課

題
と
し
て
捉
え
る
。
専
門
性
の
縦
糸
を
強
め
つ
つ
、
地
域
性

の
横
糸
で
結
び
直
し
、
現
場
と
と
も
に
未
来
を
設
計
す
る
学

で
あ
る
（
注
６
）。
福
島
の
復
興
の
歩
み
は
、困
難
の
記
録
で

あ
る
と
同
時
に
、
農
業
が
地
域
社
会
の
中
心
的
機
能
と
し
て

再
編
さ
れ
得
る
こ
と
を
示
す
実
験
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
得
ら

れ
た
復
興
知
を
丁
寧
に
集
積
し
、
次
の
災
害
と
農
業
に
活
か

す
こ
と
が
、
復
興
農
学
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
。

執
筆
過
程
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
お
よ
び 

　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｉ
支
援
技
術
の
使
用
宣
言

本
論
文
の
執
筆
過
程
で
、ChatG

PT
5.2

を
使
用
し
て
自

分
自
身
の
著
作
物
を
中
心
に
全
体
構
成
を
作
成
し
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
を
自
分
自
身
で
十
分
に
吟
味
し
ま
し
た
。
出
版
物

の
内
容
に
対
し
て
は
私
が
完
全
な
責
任
を
負
い
ま
す
。

［
引
用
文
献
（
本
文
引
用
順
）］　

　
　
　
　
　
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
閲
覧
日
：
２
０
２
６
年
１
月
23
日
）

（
注
１
）
溝
口
勝（
２
０
２
３
）「
原
発
事
故
後
の
農
業
と

地
域
社
会
の
再
生
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』、

73（
３
）、８
５
４
。41
－
50
㌻
、https://w

w
w

.
iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/m

izo/papers/
zennorin230314.pdf

（
注
２
）
菅
野
宗
夫
・
溝
口
勝
（
２
０
１
４
）「
飯
舘
村 

村
民
学
協
働
の
除
染
」『
学
術
の
動
向
』、
７
、

38
－
39
㌻
、https://w

w
w

.iai.ga.a.u-tokyo.

https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/zennorin230314.pdf
https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/fsoil/19_7_36.pdf
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ac.jp
/m

izo/ed
rp

/fu
k

u
sh

im
a

/
fsoil/19_7_36.pdf

（
注
３
）
農
林
水
産
省
（
２
０
１
５
）「
農
地
除
染
対
策

の
技
術
書
」、
３
㌻
、https://w

w
w

.m
aff.

go.jp/j/nousin
/seko/josen

/pd
f/

tyousa.pdf
（
注
４
）
農
林
水
産
省
「
原
子
力
被
災
12
市
町
村
の
営
農

再
開
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
（
令
和
元
年
８

月
資
料
９
）」、
１
㌻
、https://w

w
w

.m
eti.

go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/
pdf/siryou9.pdf

（
注
５
）
渡
辺
伸（
２
０
２
１
）「
震
災
で
変
わ
っ
た
古
里

（
ふ
る
さ
と
富
岡
町
）」『
復
興
農
学
会
誌
』、
１

（
１
）、35
－
39
㌻
、https://fukkou-nougaku.

com
/w

p-content/uploads/2021/03/
JR

A
S210101035.pdf

（
注
６
）
復
興
農
学
会
「
復
興
農
学
会
設
立
趣
意
書
」

Ｖ
ｅ
ｒ
．６
（
２
０
２
０
年
６
月
12
日
）。
１
㌻
、

https://fukkou-nougaku.com
/w

p-
content/uploads/2020/06/

復
興
農
学
会

趣
旨
書v6.pdf

（
注
７
）
溝
口
勝
（
２
０
１
３
）「
な
ぜ
復
興
農
学
な
の

か
？　

︱
︱
細
目
設
定
の
背
景
と
経
緯
︱︱

」

『
平
成
25
年
度 

農
業
農
村
工
学
会
大
会
講
演
会

講
演
要
旨
集
』［
企
－
13
－
１
］
94
－
95
㌻
、

https://soil.en.a.u-tokyo.ac.jp/jsidre/
search/PD

Fs/13/13S13-01.pdf

（
注
８
）
溝
口
勝
（
２
０
２
３
）「
現
場
に
根
ざ
し
た
復
興

農
学
会
」『
復
興
農
学
会
誌
』、
３（
２
）、
１
㌻
、

https://w
w

w
.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/

m
izo/papers/JR

A
S202307001.pdf

（
注
９
）
東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
（U

Tokyo 
O

CW

）（
２
０
２
５
）「〖
農
業
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
〗
復
興
農
学
と
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
（『
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
地
域
の
復
興
』

溝
口
勝
）」、https://ocw

.u-tokyo.ac.jp/
daifuku25_2024s_eaa_m

izoguchi/

（
注
10
）
溝
口
勝（
２
０
２
１
）「
原
発
事
故
で
失
わ
れ
た

土
壌
の
再
生
に
向
け
て
―
―
除
染
後
農
地
の
問

題
と
復
興
農
学
―
―
」、
31
－
32
㌻
、https://

fukkou-nougaku.com
/w

p-content/
uploads/2021/03/JR

A
S210101028.pdf

（
注
11
）福
島
県
農
林
水
産
部
水
田
畑
作
課（
２
０
１
８
） 

「
福
島
県
産
食
品
の
検
査
体
制
～
米
の
全
量
全

https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/fsoil/19_7_36.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/seko/josen/pdf/tyousa.pdf
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/pdf/siryou9.pdf
https://fukkou-nougaku.com/wp-content/uploads/2021/03/JRAS210101035.pdf
https://fukkou-nougaku.com/wp-content/uploads/2020/06/%E5%BE%A9%E8%88%88%E8%BE%B2%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E8%B6%A3%E6%97%A8%E6%9B%B8v6.pdf
https://soil.en.a.u-tokyo.ac.jp/jsidre/search/PDFs/13/13S13-01.pdf
https://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/papers/JRAS202307001.pdf
https://ocw.u-tokyo.ac.jp/daifuku25_2024s_eaa_mizoguchi/
https://fukkou-nougaku.com/wp-content/uploads/2021/03/JRAS210101028.pdf
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袋
検
査
を
中
心
と
し
て
～
」、
５
－
８
㌻
、
15
－

17
㌻
、19
㌻
、21
－
25
㌻
、28
－
30
㌻
、https://

w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/uploaded/
attachm

ent/262176.pdf

（
注
12
）
消
費
者
庁
（
２
０
２
５
）「
食
品
中
の
放
射
性
物

質
の
対
策
と
現
状
に
つ
い
て
」
２
０
２
５
年
12

月
17
日（
資
料
）。
引
用
：
２
－
４
㌻
、 https://

w
w

w
.caa.g

o.jp/p
olicies/p

olicy/
standards_evaluation/food_pollution/
criterion

/a
ssets/sta

n
d

a
rd

s_
cm

s105_251217_001.pdf

（
注
13
）
消
費
者
庁
（
２
０
２
５
）「
食
品
と
放
射
能
Ｑ
＆

Ａ
ミ
ニ（
第
11
版
）」
２
０
２
５
年
７
月
１
日
、

引
用
：
１
㌻
、 https://w

w
w

.caa.go.jp/
policies/policy/consum

er_safety/
food

_safety_portal/radioactive_
substance/assets/consum

er_safety_
cm

s103_250701_02.pdf

（
注
14
）
蛯
谷
夏
海
・
杉
野
弘
明
・
溝
口
勝
（
２
０
２
１
）

「
放
射
能
被
災
地
に
お
け
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

が
参
加
者
の
抱
く
訪
問
先
へ
の
愛
着
に
与
え
る

影
響
︱︱
学
生
を
対
象
と
し
た
福
島
県
飯
舘
村

訪
問
を
事
例
に
︱︱
」『
復
興
農
学
会
誌
』、
１

（
1
）、14
－
27
㌻
、https://fukkou-nougaku.

com
/w

p-content/uploads/2021/03/
JR

A
S210101014.pdf

（
注
15
）
環
境
省
（
２
０
２
５
）「
県
外
最
終
処
分
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
２
０
２
５
年
度

以
降
の
進
め
方
（
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減

容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略　

成
果
取
り
ま

と
め
）」、
３
㌻
（
法
定
責
務
・
搬
入
量
）、
16
㌻

（
技
術
・
社
会
の
両
輪
）、 https://w

w
w

.env.
go.jp/content/000302878.pdf

（
注
16
）
環
境
省
（
２
０
２
５
）「
中
間
貯
蔵
関
連
事
業
」、

１
㌻
（
中
間
貯
蔵
開
始
後
30
年
以
内
＝
２
０
４

５
年
３
月
ま
で
）、https://w

w
w

.env.go.jp/
content/000336977.pdf

（
注
17
）
溝
口
勝
（
２
０
２
５
）「
第
２
回 

レ
ジ
リ
エ
ン

ス
と
地
域
の
復
興
（
講
義
資
料
）」
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
講
義
（
２
０
２
４
年
度
）。U

Tokyo 
O

CW

。
引
用
：
13
㌻
、
15
㌻
、
17
－
18
㌻
、

https://ocw
.u-tokyo.ac.jp/lecture_

files/11467/2/notes/ja/ay24g
f_ 

0419_02m
izoguchi_c2.pdf

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/262176.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/food_pollution/criterion/assets/standards_cms105_251217_001.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety_portal/radioactive_substance/assets/consumer_safety_cms103_250701_02.pdf
https://fukkou-nougaku.com/wp-content/uploads/2021/03/JRAS210101014.pdf
https://www.env.go.jp/content/000302878.pdf
https://www.env.go.jp/content/000336977.pdf
https://ocw.u-tokyo.ac.jp/lecture_files/11467/2/notes/ja/ay24gf_0419_02mizoguchi_c2.pdf



